
に
つ
い
て
、
公
共
下
水
道
事
業
資

本
的
収
入
を
６
０
２
万
３
千
円
増

の
10
億
６
３
３
万
２
千
円
と
し
、

公
共
下
水
道
事
業
資
本
的
支
出
を

３
６
５
万
円
減
の
16
億
４
４
８
０

万
２
千
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
補
正
〉

・
下
水
道
管
路
特
別
重
点
対
策
事
業

が
企
業
債
対
象
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
雨
水
処
理
負
担
金
の
減
額

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
検
討
事

業
に
お
け
る
茨
城
県
と
の
広
域
連

携
検
討
調
査
委
託
費
の
増
額

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
減

額
決
定
に
伴
う
財
源
調
整
の
た
め

の
資
本
費
平
準
化
債
発
行
額
の
増

加◆
報
告
第
１
号

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
龍
ケ
崎
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
）

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う
軽

自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
廃
止
や
、

地
域
決
定
型
地
方
税
制
特
例
措
置

「
わ
が
ま
ち
特
例
」
の
拡
充
や
見
直

し
な
ど
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
の

施
行
に
必
要
な
部
分
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市議会だより 218 号（６）

健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

令
和
７
年
度

末
の
デ
ー
タ
を
元
に
試
算
を
し
た
結

果
、
賦
課
限
度
額
を
超
え
る
世
帯
は
、

77
世
帯
の
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
年
間
の
国
民
健
康
保
険
税

額
へ
の
影
響
は
、
賦
課
限
度
額
の
引

き
上
げ
額
で
あ
る
１
万
円
の
範
囲
で

影
響
す
る
見
込
み
で
す
。

◎
反
対
討
論

伊
藤
議
員　

国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
の
多
く
は
低
所
得
者
の
方
で
す
。

　

物
価
高
騰
や
収
入
が
伸
び
な
い
中

で
、
国
民
健
康
保
険
税
の
限
度
額
を

上
げ
る
こ
と
は
、
加
入
者
の
暮
ら
し

を
脅
か
す
こ
と
で
す
。

　

自
治
体
の
役
割
で
あ
る
福
祉
の
向

上
を
果
た
せ
な
い
た
め
、
反
対
し
ま

す
。

　
◆
議
案
第
８
号

　

市
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て 

（
令

和
９
～
13
年
度
北
竜
台
学
園
保
育

ル
ー
ム
賃
貸
借
）

　

北
竜
台
学
園
保
育
ル
ー
ム
の
賃
貸

借
契
約
期
間
満
了
後
に
所
有
権
が
市

に
譲
渡
さ
れ
、
か
つ
、
予
定
価
格
が
、

「
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
」
の
第
３
条
に
規
定
を
す
る
予

定
価
格
「
２
千
万
円
」
以
上
で
あ
る

◆
議
案
第
２
号　

　

龍
ケ
崎
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て　

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
を
利
用
す
る

乳
幼
児
に
対
し
て
利
用
開
始
時
の
健

康
診
断
、
定
期
の
健
康
診
断
又
は
臨

時
の
健
康
診
断
が
必
要
で
あ
る
が
、

母
子
保
健
法
に
規
定
す
る
健
康
診
査

の
内
容
が
、
当
該
健
康
診
断
に
相
当

す
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
家
庭
的

保
育
事
業
者
等
が
そ
の
結
果
を
把
握

す
る
と
き
は
、
改
め
て
の
健
康
診
断

を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
３
号

　

龍
ケ
崎
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
に
か
か
る
基

礎
課
税
額
の
賦
課
限
度
額
及
び
被
保

険
者
均
等
割
額
の
軽
減
対
象
と
な
る

世
帯
の
所
得
の
基
準
額
を
引
き
上
げ

る
た
め
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

◎
質
疑

伊
藤
議
員　

賦
課
限
度
額
を
超
え
る

世
帯
数
と
、
年
間
の
国
民
健
康
保
険

税
額
へ
の
影
響
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

こ
と
か
ら
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。
仮
契
約
額
は
、
１
億
７
４
２
４

万
円
で
す
。

◆
議
案
第
10
号

　

令
和
８
年
度
龍
ケ
崎
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
） 

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
８
０
３
万
円
を

減
額
し
、
総
額
を
３
０
８
億
６
２
９

７
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
歳
出
〉

・
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
拡
充

・
無
痛
分
娩
費
用
助
成
事
業
の
創
設

・
小
中
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端

末
更
新
費
用

◆
議
案
第
11
号

　

令
和
８
年
度
龍
ケ
崎
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額

に
つ
い
て
、
公
共
下
水
道
事
業
収
益

を
２
０
６
５
万
５
千
円
減
の
24
億
４

８
５
３
万
７
千
円
と
し
、
公
共
下
水

道
事
業
費
用
を
９
０
１
万
８
千
円
増

の
22
億
５
９
４
４
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額

　審議された主な議案の内容と、本会議で行われた議案に対する質疑や討論の一部について掲載しています。
　議案を所管する委員会においても、議案等の審査を行っており、その審査内容の一部を次ページに掲載して
います。

▼
第
２
回
定
例
会
（
６
月
）
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